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川本和良教授略歴 ・主要著作目録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　略　　　　　歴

昭和４年４月９日廣島市に生まれる

本籍地　京都市上京区新町通鞍馬口下る下清蔵口町３８－５

現住所　京都市上京区新町通鞍馬口下る下清蔵口町３８－５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　　　　歴

昭和２１年３月　廣島高等師範学校附属中学校４年卒業

昭和２１年９月　廣島高等師範学校地歴科入学

昭和２２年４月　同校社会科創設に付転科

昭和２５年３月　同校卒業

昭和２５年４月　京都大学経済学部（旧制）入学

昭和２８年３月　同校卒業

昭和２８年４月　京都大学経済学部大学院（旧制）入学

昭和３２年３月　同退学

昭和３２年４月　立命館大学経済学研究科特別研究生

昭和３３年５月　同中退

　　　　　　　　　　　　　　　　　　職 ．　　 歴

昭和２８年４月　京都女子中学校，高等学校社会科教諭

昭和３２年３月　同校退職

昭和３３年６月　立命館大学経済学部助手

昭和３６年４月　同専任講師

昭和３８年１０月　同助教授

昭和４５年４月　同教授現在に至る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　　　　位

昭和４７年１１月　京都大学経済学博士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　績

著　　書

昭和４６年９月　「ドイツ産業資本成立史論」，未来社

編　　著

昭和５９年３月　「比較社会史の諸問題」，未来社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８４）



共　　訳

昭和５３年１月

論　　文

昭和３３年６月

昭和３４年６月

昭和３６年３月

昭和３８年６月

昭和４０年５月

昭和４０年６月

昭和４２年１２月

昭和４３年６月

昭和４４年４月

昭和４３年

昭和４５年

昭和４７年３月

昭和５２年１２月

昭和５３年２月

昭和５５年６月

昭和５５年６月

昭和５６年６月

昭和５６年１０月

昭和５８年１１月

昭和６２年６月

昭和６２年８月

昭和６２年１２月

川本和良教授略歴 ・主要著作目録

ハンス ・ロー ゼンベルク「ドイツ社会史の諸問題」，未来社

３１３

紹介，Ｆ．ノイマン「ビヒモス」，立命館経済学第７巻第２号

紹介，Ｗエンゲルス「ライン州における償却と共有地分割」，立命館経済学第

８巻第２号

「１８世紀におけるライン繊維工業の展開と『営業の自由』の目■』提条件」立命館経

済学第９巻第５ ・６号

「１８世紀後半および１９世紀前半におけるライン ・ヴェストファーレン鉄加工業の

展開と市場構造」 ，立命館経済学第１２巻第２号

「ライン繊維工業における直接生産者の状態と『三月運動』」 ，歴史学研究３００号

「３月前期ライン繊維工業における経営形態」，土地制度史学２７号

「ルール石炭鉱業の展開とプロイセン鉱業法」（１）， 立命館経済学第１６巻第５号

「ルール石炭鉱業の展開とプロイセン鉱業法」（２）， 立命館経済学第１７巻第２号

「ルール石炭鉱業の展開とプロイセン鉱業法」胞，立命館経済学第１８巻第１号

書評，松田智雄ｒドイノ資本王義の基礎研究」，土地制度史学

書評，諸田　實「クルッ プ」 ，商経論集（神奈川大学）

ｒ３月前期ライン地方における金融問題」，大野英二，住谷一彦，諸田　實編『ド

イソ資本主義の史的構造』 ，有斐閣所収

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中問層政策の展開」

（１），

立命館経済学第２６巻第５号

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中問層政策の展開」

（２），

立命館経済学第２６巻第６号

書評，桜井健吾「ドイツ産業革命と国家」，社会経済史学

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中間層政策の展開」

（３），

立命館経済学第２８巻第２号

「３月前期プロイセンにおける『杜会問題』と社会政策および中間層政策の展開」

（４），立命館経済学第２９巻第２号

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中間層政策の展開」

（５），

立命館経済学第２９巻第４号

翻訳，Ｂ．ｖ．ブロケ「ゾンバルト」 ，Ｈ．一
Ｕ． ヴェーラー 編， ドイッ現代史研究会訳

「ドイッの歴史家」第３巻，未来社所収

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中問層政策の展開」

（６），

立命館経済学第３６巻第２号

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中問層政策の展開」

（７），

立命館経済学第３６巻第３号

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中間層政策の展開」

（８），

立命館経済学第３６巻第４ ・５号

　　　　　　　　　　　　　（５８５）
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昭和６３年２月

平成２年１０月

平成２年１２月

平成３年１０月

平成５年１０月

　　　　　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第３号）

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中問層政策の展開」
（９），

立命館経済学第３６巻第６号

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中問層政策の展開」

（１◎

，立命館経済学第３９巻第４号

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中問層政策の展開」

（川，立命館経済学第３９巻第５号

「３月前期プロイセンにおける『社会問題』と社会政策および中問層政策の展開」

（１ａ

，立命館経済学第４０巻第４号

書評，ヴォルフラム ・フィッ シャー 著， 高橋秀行訳「貧者の社会経済史一中世以

降のヨーロッパに現われた「社会問題」の諸相とその解決の試み一」，杜会経済

史学

（５８６）




